
令和６年 12月 10日提出 

日本原水爆被害者団体協議会ノーベル平和賞受賞に伴う 

諫早市原爆被災者協議会による表敬訪問 

標記について、次のとおりお知らせします。 

日 時 令和 6年 12月 17 日（火） 15 時０0分～ 

場 所 本館 4階 特別応接室 

内 容 標記団体がノーベル平和賞受賞報告のため市長を表敬訪問します。 

 

【来庁者】  諫早市原爆被災者協議会       氏原
うじはら

 和雄
か ず お

 副会長 

        長崎被災協・被爆二世の会・諫早  髙
たか

屋
や

 忠義
ただよし

 会長  ほか 6名 

 

【諫早市原爆被災者協議会】 

 ２０２０年、百日紅
さるすべり

公園（天満町：旧市営火葬場）に慰霊碑を建立し、以降、毎年 8 月

11日には原爆犠牲者慰霊祭を開催されている。 

 また、慰霊碑の周辺の清掃活動、市内小中学校に対する平和学習などを行い、原爆

の悲惨さを後世に継承する活動を行っている。 

 

【日本原水爆被害者団体協議会ノーベル平和賞受賞】 

 68 年間にわたり、被爆者の立場から核兵器廃絶を世界に訴える活動や被爆者の

援護を国に求める運動を続けてきた。 

 今回、核兵器のない世界を実現するための努力と核兵器が二度と使用されてはな

らないことを証言によって示してきたことが、受賞へとつながった。 

※日本人のノーベル平和賞受賞は50年ぶりとなる。 

 

問い合わせ先 

諫早市こども福祉部地域福祉課  担当：後田、松原 

電話番号：0957-22-1500（内線 3215） 

E-mail：fukushi@city.isahaya.nagasaki.jp 

担当課 同上 

備 考 

（記事解禁日等） 
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